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豊
か
な
歴
史
を
持
つ
礼
文
島

礼
文
島
は
日
本
海
上
に
位
置
す
る
わ
が
国

最
北
部
の
離
島
で
す
。
全
島
が
礼
文
町
に
属

し
、
人
口
は
二
三
四
八
人
（
令
和
四
年
八
月
現

在
）。本
土
最
北
端
の
北
海
道
稚
内
市
か
ら
西

に
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
フ
ェ
リ
ー
で
二

時
間
弱
を
要
し
、
南
東
に
は
約
一
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
て
利
尻
島
が
あ
り
ま
す
。
最
高

地
点
は
礼
文
岳
の
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北

約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
八
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
、
利
尻
山
を
有
す
る
利
尻
島
と
比

べ
る
と
平
ら
で
細
長
く
、
島
の
北
部
に
は
東

西
に
岬
を
持
つ
船ふ

な

泊ど
ま
り

湾
が
あ
り
ま
す
。
島
の

形
は
、
カ
ニ
の
爪
や
サ
ソ
リ
の
姿
に
例
え
ら

れ
ま
す
。
お
も
な
産
業
は
水
産
業
と
観
光
業

で
、
最
高
級
の
出
汁
用
コ
ン
ブ
や
ウ
ニ
の
産

地
と
し
て
、
ま
た
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

な
ど
特
徴
的
な
高
山
・
亜
高
山
植
物
を
目
的

に
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
「
花
の
浮
島
」

と
し
て
有
名
で
す
。

一
方
で
、
礼
文
島
の
歴
史
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
島
北
部

の
船
泊
遺
跡
の
発
掘
結
果
か
ら
約
三
五
〇
〇

年
前
に
は
最
北
の
縄
文
集
落
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
州
の
古
代

（
古
墳
か
ら
平
安
時
代
）
と
同
時
期
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
が
栄
え
、
豊
富
な
海
産
資
源
を
糧

に
北
海
道
本
島
や
サ
ハ
リ
ン
島
と
行
き
来
す

る
人
々
が
い
た
よ
う
で
す
。
幕
末
か
ら
は
ニ

シ
ン
漁
の
た
め
に
、
北
海
道
南
部
や
東
北
地

方
北
部
か
ら
日
本
海
側
、
北
陸
地
方
か
ら
の

移
住
者
が
増
え
、
彼
ら
が
定
住
す
る
に
従
っ

て
町
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
、
文
化
面
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
物
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
礼
文
島
の
特
徴
や
成
り
立
ち

島
の
伝
統
芸
能
を
後
世
へ

─
発
祥
地
と
の
交
流
に
よ
る
伝
承
方
法
の
模
索
と
実
践
案�

髙
橋 

鵬
成

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業
　
令
和
３
年
度
事
例
報
告
②

5km

礼文島

利尻島

稚内市

礼
文
町
四し

ヶか

散さ

米ご

舞ま
い

行
列
保
存
会（
北
海
道
礼
文
町
）

団
体
名

ふ
る
さ
と
の
伝
統
芸
能
保
存
継
承
推
進
事
業

事
業
名
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を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
希
少
な
植
物
、
歴

史
や
文
化
を
物
語
る
資
料
な
ど
は
国
や
道
、

町
の
各
種
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
礼
文
島
南
部
の
嚴い

つ
く

島し
ま

神

社
に
伝
わ
る
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
四
ヶ
散
米
舞
行
列
」
で
す
。

島
で
唯
一
の

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

四
ヶ
散
米
舞
行
列
は
、
江
戸
時
代
前
期
に

松
前
藩
の
公
式
行
事
と
さ
れ
た
松
前
神
楽
の

一
つ
「
四
ヶ
散
米
舞
」
を
、
北
海
道
南
部
の

福
島
町
で
行
列
化
し
た
も
の
で
、
道
南
か
ら

日
本
海
側
を
中
心
に
現
在
で
も
各
地
の
祭
礼

で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
基
と
な
っ
た
舞
が

蝦
夷
地
平
定
を
祈
念
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
列
は
、
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

（
神
輿
が
進
む
際
）

の
露
払
い
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
地
域
に
よ

っ
て
担
い
手
の
人
数
や
順
番
に
は
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
行
列
は
基
本
的
に
一
四
人
と
さ

れ
、
礼
文
島
の
場
合
は
先
頭
か
ら
、
杵き

ね

一
名
、

薙な
ぎ

刀な
た

一
名
、
弓
四
名
、
太
刀
四
名
、
剣
四
名

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
祥
地
・
福
島
町
に
あ
る
福
島
大
神
宮
の

宮
司
は
、
代
々
松
前
藩
に
仕
え
た
神
職
の
家

系
で
あ
る
常と

磐き
わ

井い

家
が
務
め
て
お
り
、
同
家

の
者
が
道
内
各
地
の
神
社
に
赴
任
す
る
こ
と

で
四
ヶ
散
米
舞
行
列
を
伝
え
ま
し
た
。
離
島

で
は
奥
尻
島
、
利
尻
島
な
ど
で
事
例
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
礼
文
島
へ
は
、
利
尻
島
の

常
磐
井
家
か
ら
嚴
島
神
社
の
神
職
と
し
て
着

任
し
た
常
磐
井
武た

け

四し

郎ろ
う

氏
に
よ
っ
て
、
同
じ

く
松
前
藩
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
奴や

っ
こ

行
列
や
荒あ

ら

馬う
ま

踊お
ど
り

と
と
も
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
伝
来
し

た
年
は
大
正
一
一
年
と
も
昭
和
五
年
と
も
言

わ
れ
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
写
真
な
ど
か
ら
昭
和
十
年
代
に
は
実
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

荒
馬
踊
は
昭
和
二
十
年
代
に
、
奴
行
列
は

三
十
年
代
に
伝
承
が
途
絶
え
ま
す
が
、
四
ヶ

散
米
舞
行
列
の
み
が
小
学
校
高
学
年
程
度
の

児
童
が
担
う
地
域
行
事
と
し
て
、
現
在
ま
で

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

四
ヶ
散
米
舞
行
列
も
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
に
よ
る
伝
承
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。祭
祀
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、嚴

島
神
社
周
辺
に
住
む
男
児
に
限
定
し
て
い
た

参
加
者
を
、
対
象
地
域
を
拡
大
し
、
平
成
か

ら
は
女
児
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

現
在
で
は
島
南
部
の
小
学
校
に
通
う
五
・
六

年
生
の
希
望
者
全
員
が
参
加
で
き
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
町
保
存
会
と
の
意
見
交
換

伝
承
初
期
は
、
常
磐
井
武
四
郎
氏
が
行
列

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、地

域
の
有
志
が
指
導
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
人
口
減
少
に
と
も
な
う
参
加
者
の
減

少
、
所
作
の
単
純
化
、
笛
の
断
絶
な
ど
伝
承

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
の
初
め
頃
、
武
四
郎
氏
か
ら

直
接
指
導
を
受
け
た
人
物
が
帰
郷
し
た
こ
と

で
伝
承
の
機
運
が
再
燃
、
平
成
二
四
年
に
は

「
礼
文
町
四
ヶ
散
米
舞
行
列
保
存
会
」が
結
成
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さ
れ
、
同
二
六
年
に
は
町
で
初
め
て
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
伝
承
す
べ
き
内
容
や
手
法

に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
解
消

と
伝
承
自
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
た
め
、
発
祥
地
・
福
島
町
へ
の
視
察

を
計
画
・
実
行
し
ま
し
た
。

計
画
当
初
は「
福
島
町
祭
礼
行
列
保
存
会
」

が
伝
承
を
担
う
「
四
ヶ
散
米
行
列
」
の
練
習

と
福
島
大
神
宮
で
の
祭
礼
の
視
察
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
令
和
三
年
度
の
行
列
が
中
止
と

な
り
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
福

島
町
の
行
列
は
、
礼
文
町
と
異
な
り
大
人
が

中
心
で
執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
行

列
保
存
会
に
加
え
同
町
の
「
白し

ら

符ふ

荒
馬
踊
保

存
会
」
と
の
意
見
交
換
会
も
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
白
符
荒
馬
踊
は
子
ど
も
が
参

加
す
る
伝
統
芸
能
で
、
か
つ
て
の
礼
文
島
の

荒
馬
踊
の
源
流
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
は
、
両
保
存
会
と
も
に
伝

承
者
の
確
保
な
ど
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
伝
承
に
努

め
て
い
る
と
伺
い
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
礼
文
町
の
四
ヶ
散
米
舞
行
列
の
形
態

が
、
福
島
町
の
そ
れ
と
わ
ず
か
な
差
異
し
か

な
く
、
大
き
く
簡
略
化
・
形
骸
化
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
視
察
の
成
果
を
礼
文
島
の
保
存
会
関

係
者
や
地
域
住
民
と
共
有
す
る
た
め
の
報
告

会
は
、
大
人
数
で
の
開
催
が
許
さ
れ
な
い
状

況
下
な
が
ら
も
、
四
ヶ
散
米
舞
行
列
と
関
係

の
深
い
神
社
の
役
員
や
氏
子
に
限
定
し
た
形

視察成果報告会の模様。

嚴島神社境内での練習風景。

令和4年7月15日に執り行なわれた四ヶ散米舞行列。
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事務局より

	
　四ヶ散米舞行列は、現在、礼文町が指
定する唯一の無形民俗文化財です。その
ルーツをたどり、そこでの継承活動に取り
組まれている方 と々の交流を通して、少子
高齢化や人口減少による担い手不足のた
め伝承が危ぶまれている四ヶ散米舞行列
の現状の打破を図る本事業には、大きな
意義があるのではないかと感じました。
　視察先との意見交換会の議事録から
は、主目的である伝承されてきた内容の
確認に留まらず、後世に伝えていくべき事
柄、その練習方法や担い手の集め方、事
業予算の確保など、継続的に運営するた
めに必要となる具体的な質疑が行なわれ
るなど、非常に有意義な時間だったことが
伝わってきます。
　本事業は申請・視察・報告にいたるま
で、全体を通して堅実に実施されました。
礼文町四ヶ散米舞行列保存会が、宮司・
経営者・公務員・町議会議員など多様な
人材により構成されながらも、目的を明確
に共有した上で活動されているからだと思
います。行列の担い手や指導者の確保と
いう課題を本保存会がどのように突破して
いくか、同様の問題を抱える他の離島地
域にとっても注目に値する取り組みです。

髙橋	鵬成	（たかはし	ともなり）
礼文町四ヶ散米舞行列保存会会員。平成２年栃木県生まれ。
大学院の調査で礼文島に通ううちに虜となり、現在は礼文町
教育委員会学芸員として、島の歴史や文化を伝えている。専門
は、動物考古学・オホーツク文化。

で
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
が
誇
る
芸
能
を

よ
り
良
い
姿
で
後
世
へ

報
告
会
で
は
、
九
〇
年
の
時
を
経
て
な
お

発
祥
地
か
ら
所
作
が
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
な

く
伝
承
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
驚
き
を
も
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
、
礼
文
島
で
の
伝
承
内
容

に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
形
で
後

世
へ
伝
え
よ
う
と
い
う
機
運
の
高
ま
り
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
町
を
見
習
い
、

礼
文
島
で
も
装
束
の
充
実
や
現
在
テ
ー
プ
で

再
生
し
て
い
る
笛
演
奏
を
復
活
さ
せ
て
は
ど

う
か
、
と
い
っ
た
意
見
も
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
令
和
四
年
度
は
、
前
年
度

ま
で
は
各
自
の
運
動
靴
だ
っ
た
装
束
の
足
元

を
福
島
町
と
同
様
に
地
下
足
袋
で
統
一
し
ま

し
た
。
七
月
一
五
日
に
は
、
規
模
は
縮
小
し

た
も
の
の
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
す
が

※QRコードから平成28年に実施した
四ヶ散米舞行列の模様をご覧いただ
けます。

ら
大
勢
の
観
覧
の
下
で
行
列
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
統
一
し
た
装
束
で
の
行

列
に
、
地
域
か
ら
の
温
か
い
拍
手
や
肯
定
的

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
保
存
会
活
動

に
向
け
て
弾
み
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
は
視
察
で
得
た
情
報
や
録
音

し
た
音
源
を
も
と
に
、
笛
演
奏
の
復
活
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。
地
域
が
誇
る

伝
統
芸
能
と
し
て
、
よ
り
良
い
姿
で
未
来
に

伝
え
て
い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。


